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性的少数者のライブラリ・アーカイヴは 
なぜ重要か―LOUD ライブラリの場合― 
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LOUD(Lesbians of Undeniable Drive)の活動は貴重である． 
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のは「れ組スタジオ・東京」20)である．1985 年 5 月，グループ「れ組
のごまめ」が，ミニコミ「れ組通信」の発行を始め，1987 年 3 月には，
事務所設立のため，新たなメンバーも加わって「女性解放合同事務所
ジョキ」の中に事務所をオープンした．『れ組通信』はこの事務所開設

























































2011 年になってのことである 23)． 
 1990 年代中盤からは，ICT 化によって情報流通のありかたが変化し，





















 4.1 調査の目的 
 以上のような問題意識から，今回はライブラリとアーカイヴをもつ
‒ 8 ‒





 4.2 今回の調査にいたる経緯 




て月 2 回隔週で，LOUD の資料を読むための時間を確保するイベントを
行なっている 26)． 
 
 4.3 調査と分析 








年 3 月 26 日に 1 時間ほど，LOUD で半構造化方式により行なった． 
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と説明されており，2014 年 3 月にビッグイシュー基金から発行された
『社会的不利・困難を抱える若者応援プログラム集』でも，利用でき
る対象として性別を記載していない．しかし，LOUD のサイトの「About 


























 現在の LOUD は，東京都中野区の１K ほどのスペースで，代表の大江
千束氏，副代表の小川葉子氏，鹿賀理恵子氏の 3 名のスタッフにより










 5.2 現在の LOUD ライブラリ 
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ニズムや人権関係書籍なども含まれる． 















の慣習に沿って運営されている．そこで今回は LOUD NEWS の記事や大
江氏へのインタビューから，ライブラリのこれまでの経緯を記述する． 
 LOUD ライブラリは，LOUD の創設時からスタートしている．当時の状
況を大江氏は「スペースができたら本が集まってきた」と述懐してい
る．初期の LOUD NEWS を見ると，創設後 3 カ月の 9 月時点ですでに図
書の貸出／返却を行なっており，「図書開館」という文字が見える 34)． 
 LOUD NEWS 中では「図書コーナー」として記載されることが多く，
1998 年の No.8 では「図書担当よりご案内…図書コーナーをご利用く


















 1999 年 9 月の LOUD NEWS には「図書に加えて VIDEO を貸し出すこと
になりました．」とあるが，映像資料については 2000 年代中盤には書
架に殆どなく，紙媒体がメインの状況が現在も続いている 36)．同じく















 5.4 今後の課題 
 LOUD ライブラリの今後に向けては，いくつかの課題があることもわ
ニズムや人権関係書籍なども含まれる． 
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 6.1 いつでもふらっと立ち寄れる場 





























ではあるが「SHIP にじいろキャビン」39)として週 4 回のオープン日を
設定している．場を確保したことでこの団体も図書のコレクションを
持っていて，「本棚」と呼ばれる 200 冊程度の本があってだれでも手に
とれ，LOUD と同様コミュニティ参加者に利用されている 40)．SHIP の
ように公的制度に乗ることで常設化に近づくという方向もある 41)．お
りしも認定 NPO 法人制度が危機にあるが 42)，公的制度を利用すること
も一つの方法である． 





県青森市では，コミュニティカフェ＆バーというかたちで 2014 年 4




して営まれる「Bar おっかまん」があったが，2014 年 6 月からはこれ
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11）虹色ダイバーシティ 2014：26, 60 
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が，LOUD の月 2 回の公開日と，ときにはクローズドな各種イベント
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31) gender identity disorder（性同一性障害）という疾患名．出生前に
本人の自認する性別と異なった身体が形成されてしまったため，医療に
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Why Are Sexual Minorities’ Libraries and Archives 
Important?  
―The Case of LOUD Library― 
 
OZAWA, Kaoru 
Graduate School of Humanities, Tokyo Metropolitan University 
 
     This paper aims to describe why sexual minorities’ 
libraries and archives are important. They have rare materials 
which are easy to lose in majority’s mainstream history. 
Minorities need places where they use such materials in safe. 
They are also useful to encourage minorities, to be the 
resources to write minorities’ own histories, to save themselves 
when disasters occur, and so on.  
 The interview research shows the LOUD (Lesbians 
of Undeniable Drive) library’s state, history, and some 
problems to solve in the future.  
 From over libraries and archives are important 
because not only they have their unique importance but also 
they have the function to re-product and to construct minorities’ 
communities. 
 
Key word: sexual minority, library, archive 
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